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（35）　 Henon 写像 の ホ モ ク リ ニ ッ ク 点お よ び
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京大 ・理 大 同 寛 明

　力学系の サ ドル 型 固定点 D の 安定多様体 をmS ，不安定多様体 をM
．

“

とす る時 ，　 mS と

JP
’fi， の 交点は ，　 D ＝ D ’

な らホ モ ク リ ニ ッ ク 点 ，　 D ≠ Dt な らヘ テ ロ ク リニ ッ ク点 と呼

ば れ る 1）こ の様 な点 が出現す る と ， プ リケ イオ テ ィ ッ クな振舞が あ らわ れ た り， Strange

Attractorが消 失す る時 ， 系 の 挙動に種々 の 興味あ る変化が生 じる事が 知 られ て い る 。

こ れ ら の 点 の 出現条件 を求め る事は ，

一
般 に は極 め て 困難で あ る が ， こ こ で は ，

Henon

の 二 次 元写像
2）

：

（1）
即

n ＋ l

n ＋1

　 　 　 　 2
＝ 1 −

ex 　十 6z
　 　 　 　 n 　　　　　　n

　 x （α ， b ＞ 0 ）

に お い て ， b 《 1 （強散逸 ）の 揚合に ，
　 Bridges−Rowlands　

3）
流 の 摂動論的方 法 を用 い る

事 に よ っ て ， 表題の 条件 を解析的に求 め る 。

　まず ，
H6non 写像に は 二 つ の 固定点が あ る事 に注意 し ，　 x ＝ z の 値 の 大 きな方 を A ，

他 を B とす る。 a ＞ 3 （1 − b ）
2
／4 で は A ，　 B と もサ ドル で ある の で ， こ の 範囲で考 え

る
。 A と B の ザ ， mac の 式 が 求 まれば よ い が ， こ れ らは 不変曲線で あ るか ら， そ の 式 を

x ＝ f（z ）とお けば

（2）　 f（f（・ ））＝ ＝ 　1 −
・f（z ）

2
＋ b。

な る凾数方程式が満た され ね ば な らない
。 こ の 方程式 に ， f の b 巾に よる展開式 ：

（3） ∫（z ）＝
∫o （z ）＋ bf

、
（z ）＋ b2f

，
（z ）＋一

を代入す る事に よ っ て ，望 む オ
ーダー

ま で の 解f（z ）を得 る事がで きる 。 それ ら の解 の

うちで
，

（4） f。
（・ ）− 1 −

・ ・

2
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｝・始 ま る もの は ・ B・idg・・ らの 得た式
3’

に 相 当 し ， 殍 の A2LM る分枝 （x
−

∫ノ（z ））

と鰐 の B を通 る分枝 （x ＝

瑳 （z ））を含ん で い る 。ま た，

（5） fo（z ）＝ （
− 1 ± ，14i　FIT）／2 α

に始 まる解は ， そ れぞ れ ， 〃ノの A を通 る分枝 （x ＝

が （z ））お よび aVBSの B を通 る分

枝 （x ＝

写 （z ））を表わ し， 0 （b2）まで で ともに放物線で あ る。こ れ らの 式 を用 い て描

かれ た η ， MBT　
U

，　 IEBSが ，　 H6non の ア トラク タ
ー

（嶋
耻

に沿 っ て の び て い る ） と と も

に ， Fig．に示 され て い る 。 （ α
＝ 1．4

，
　 b ＝ 0．3 ）

1．0

0

一1．0

z

一1．0 0 1．0
X

Fig・

　さて
， あ とは ， ア トラ ク タ

ー
（男

磁

）の 先端部 c が 偽
3

に 接す る a の 値 α

t （
b）と ， 他

の 先端部 D が 胎
8

に接す る α の 値 am （b）を求め れ ば よ い 。っ ま り， α
＝

α

e（
b）で サ ド

ル A と B に 関する ヘ テ ロ ク リ ニ ッ ク点が出現 し， a
＝

α （b）で A の ホ モ ク リ ニ ッ ク点
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 尻

が出現す る 。 こ れ ら の 値 α
，
（b）と

  （b）は ， 上 で 求め た 多様体の 式だ けか ら は 直ち に

求 め られ な い が ， 簡単な幾何学的考察か ら ， C と D の パ ラ メ ー
タ

ー表示 が え られ る の で ，

それ とJEB
’

，　 JyASの 式 を用 い て ，最終的に
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　　　・

，
（・・一 ・ 一

・s g・h ＋ （藷
一

、 翰
一
号厂 青・・

2
＋ ・ ・め

　　　α

m
（6）＝ L54369 …

　　
− 1．46274 ・一一

　×　b　十 〇．43831 …　　×　b2十 〇（b3）

を得 る 。 こ れ ら は ， 例 えば b＝ 0．3 の よ うな ， 比較的大 きな b の 値 に対 し て も，数値計

算の 結果 と良い 一
致 を示 す． α

＝
α
t （b）は 実は H6non ア トラ ク タ

ー
の 消失点に 相 当す

る
。

上記 の 詳細 と ・

一
次元 写伽

。＋ 1　
＝ ＝ ・一

・イ ｝・対 し て ・
t （・）， ・

m
（・）が ど うV ・ う意

味 を持 っ か に っ い て は ， 4）を参照 して下 さ い
。
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